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使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

本校は，平成２３年度文部科学省委託
「国内の ICT 教育活用好事例の収集・普及・
促進に関する調査研究事業」研究協力校
や，平成２４年度パナソニック教育財団の
実践研究助成校，「DIS School Inovation 
Project」の実証研究校，平成２５年度熊本
県教育委員会の「ICT を活用した『未来の
学校』創造プロジェクト事業研究推進校」
の指定校，平成２６年文部科学省委託事業

「ICT を活用した教育の推進に資する実証
事業」の実証校等に指定され，教育におけ
る ICT 活用の研究を進めてきた。

また平成２８年度からは文部科学省委託
「ICT を活用した教育推進自治体応援事業」
の指定を受け，電子黒板とタブレット端末
を連携させた授業についても研究を進め，

ICT を活用した授業改善を進めている。
児童は，１年生入学時より，電子黒板と

指導者用デジタル教科書，タブレット端末
を使った学習を行っている。また，国語科・
算数科においては，単元に応じて学習者用
デジタル教科書も活用し学習を進めてい
る。学習者用デジタル教科書の使用は，デ
ジタルコンテンツの活用や書き込みをしな
がら課題を解決することや，操作活動で用
いることが多い。

学習者用デジタル教科書と合わせて，め
あてやまとめ，ふりかえり等をノートに書
いている。

電子黒板は課題の提示や，発表場面での
使用等，１単位時間を通して活用している。

指導者

デジタル教材 指導者用デジタル教科書（教材），
学習支援ソフト（SKYMENU）

使 用 端 末 Windows

そ の 他 機 器 電子黒板，実物投影機

ひとこと

山に囲まれた丘の上にある
学校で，子どもたちは毎日
坂を上って元気に登校して
います。１０年前から村を
あげて ICT 教育に取り組ん
でいます。

学習者

デジタル教材 学習者用デジタル教科書・教材セット

使 用 端 末 1人1台使用（Windows）

そ の 他 機 器

小学校

１年



実践タイトル

授業の展開　　  わくわくさんすう１　教科書 p.１３０〜１３１  １時間目／１３時間中

授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

導  入 1指導者用デジタル教科書の問題場面を拡大提示し，
問題を把握させる。

■ばらばらのままではすぐには数がわからないことを
感じさせ，児童の問題意識からめあてを設定する。

めあて :  ぼうの かずが すぐに わかるように
　　　　ならべて かぞえよう。

本時の学習場面を電子黒板で拡大
して提示し，問題を把握させる。
数え棒は，あらかじめ分けて，児
童に配付しておく。

展  開 2棒の数がすぐにわかるように並べて数える。
■自分で並べる。
■ペアの人と相談をしたり，デジタルコンテンツの動

画を参考にしたりして考える。

3数え方と本数を話し合う。
■自分の並べ方を発表する。

■指導者用デジタル教科書 p.130 の動画コンテンツを
活用して，１０のまとまりを作って数えることのよさ
や，数の読み方を確認する。

既習事項を電子黒板で提示し，こ
れまで１０のまとまりを作って数え
ていたことを想起させ，見通しを
もたせる。

並べ替えながら児童が必要だと
思ったときは，デジタルコンテン
ツの動画を見たり，友達と話し合っ
たりする。それらをヒントにして，
数え棒を工夫して並べられるよう
にする。

並べた数え棒は写真に撮り，画面
一覧で表示し，発表の際に提示す
ることにより，互いの考え方が分
かるようにする。

児童の説明の中で出された考えを
全体でまとめる。その後，指導者
用デジタル教科書の動画を使って
確かめる。

指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書

電子黒板

▶

指導者用デジタル教科書
▶

▶

▶

指導者用デジタル教科書
▶

機器・教材



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

4教科書 p.131 の問題を解き，確かめる。
　① キャンディーの数を数える。

　② 提示された数の数え棒を並べる。

学習者用デジタル教科書のキャン
ディーの挿絵に１０ずつの囲みをつ
けながら数え，ノートに答えを書
かせる。

「３５」などの数字を学習者用デジ
タル教科書の「道具箱」の数え棒
を使って並べさせる。

画面を共有して考えを確かめ，全
員が理解し，正しく解けるように
する。

まとめ 5本時の学習をまとめる。

まとめ :  大きい かずは，１０が いくつと ばらが
　　　　いくつで かぞえる ことが できる。

■振り返りを発表する。

本時の学習の内容を，デジタル教
科書で振り返り，まとめにつなげ
る。

学習内容を保存し，次時以降必要
に応じて振り返りができるように
する。

学習者用デジタル教科書

電子黒板
▶

▶

▶

▶

▶

指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書

機器・教材

p.130  10ずつまとめてかぞえる（ひだり）



  児童の反応， 実践の手ごたえ

  まとめ

学習者用デジタル教科書を活用して，必要
に応じて動画の活用をすることが主体的な個
別の学びにつながった。また，書き込みや数
え棒を並べる活動が，どの児童にとっても容
易であったため，その後の学びの時間の確保
につながった。さらに，デジタルコンテンツ
を自作するのではなく，学習者用デジタル教
科書を活用することで授業準備の効率化も図
ることができた。

本実践では，児童は授業前半では実際の数
え棒を使用し，授業後半ではデジタルコンテ
ンツの数え棒を使用した。操作活動における，
実際の数え棒とデジタルコンテンツの数え棒
の使用等，具体物とデジタルの取り扱いにつ
いては，児童の理解の定着を確かめ，配慮し
ながら進める必要があると考える。

指導者用デジタル教科書

・問題の場面を拡大して提示することにより，児童が課題場面をすぐにつかむことができた。

・既習の学習内容の教科書のページを提示することで，児童が１０のまとまりで数えるとよい
のではないかという見通しをもつことができ，本時のねらいを意識した自力解決をすること
ができた。

学習者用デジタル教科書

・自力解決の際に，学習者用デジタル教科書の動画を児童が必要に応じて見ることができるよ
うにした。数え棒を自分なりに並べた後に動画コンテンツで確認する児童や，並べ方を迷っ
たときに動画を見て解決の参考にする児童など，それぞれの学びに合わせて活用していた。
迷っている児童にとってはヒントとなり，自分なりに解決をした児童にとってはその説明を
考えようとするなど，一人一人が自力解決の時間を充実させることができていた。

・適応題で挿絵に書き込みながら解く際には，書き込みを簡単に消せるため，試行錯誤しなが
ら解くことができていた。

・これまで数え棒を並べる活動では，数え棒を落としたり，元に戻すのに時間がかかったりす
る児童がいた。授業後半では，学習者用デジタル教科書のデジタル数え棒を使うことで，児
童が簡単に必要な数え棒を出して並べたり，元に戻したりすることができた。そのため，よ
り多くの問題を解くことができ，学びの定着や児童の意欲の向上につながっていた。

・デジタルコンテンツは，全員の考え方を一覧で表示したり，発表の際に表示したりすること
が容易であるため，児童が友達の考えを聞く際には，画面を見ながら考えを聞くことができ，
児童が他の考え方を理解しやすかった。また，教師が児童の様子を短時間で把握し，個別の
支援を行ったり全体の間違いやすい傾向をつかんで全体指導を行ったりすることができた。




